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	第2編　第3章　客観説
客観説の方針管理では、主観説の欠陥が全て是正される。
*「失敗と無益な反省を繰り返す主観説」
から、
*「データに基づく、失敗しない客観説」
への転換が強く望まれます。

	
	方針管理とは、飛躍的改善 (イノベーション)のための経営方針の決定と実行を妥当なものにする活動です。経営陣は、ビジョンに基づいて、いつまでに、どんな会社にしたいか、ビジョンに基づいて、
期限のついた長期方針（＝願望）
を立てる。売上は？　品質は？　在庫は？　新製品は？　自動化の推進は？　サプライ・チェーン管理は？　いつまでに？　どの程度？
方針展開で実施事項と分担が決まると、担当部署は、この期限までに具体策と成果を検討し、確認がついたテーマを事務局に登録して蓄積しなければならない（テーマ・ストック）。
経営陣は、どれだけテーマ・ストックが充実したか常に点検し、良い具体策があれば採用して年度方針に組み入れます。
テーマ・ストックが貧弱なら、体質が弱いから、体質強化の方針に切り替える。つまり、人材育成、組織強化、設備強化等の資源を補充しなければならない。

	[image: ]
	

	[image: ]
	

	
	3-1 ビジョン
ここで、問題です。上に述べた長期方針の基になった「ビジョン」とは何でしょうか。例えば、左のスライドのように、
世界に通用する低価格
と、これだけでビジョンに該当しますか？
そのビジョンが適切であることの裏付けという観点から考えると答えが出ます。
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	ビジョンは英語で「洞察力、先見の明、未来像」の意味ですが、方針管理では「いつ頃には、こういう会社にしたい」という会社の状態についての願望を指す。
個人的な好みではなく、競争社会で生き残る戦略です。
「経営環境がどうなるか、今から準備して、いつ頃までに、どうしなければならないか」というデータに基づく推測になります。
例えば、ある製品や原材料の世界の価格推移、日本における価格推移、わが社の価格推移を比較して、3年~5年後を予測するなどである。


[bookmark: _GoBack]▲
image1.png
$2R AHER
RIE ERER





image2.png
TSRS, RN SEDLOEEEHOEEE S,

UDFETIC, PABRAICLIELD 2 AERMTORERL
EIIAEIWTHIR DERIAAS (=) #1175,

Folbld? mEE? foEEd? FEmE?
EEMMJ}EL(?L? SIS FI- VBRI ?

7EtRe FYANYIORED

HHOPEE e
e | e | i
a0 = (=FA#R+B&)
STONE A ERLRLT
cEs A5,

FRAN N BB TOREMRE L TR #CT 5.





image3.png
3-1 ey <z METT, )

WARTEATS
fECATAR

TREFRLT,
EZaneLT,
B TULS ?




image4.png
Tl RHEE

WA CBATS ‘/ TRENTVER A

AT

el

]|

TSR~

T
Ny
s

&





